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5G VoNRサービスの機能性および性能の評価

VoNRテストの要件
一般的なVoLTEテストとVoNRテストのセットアップは非常に似
ていますが、異なるテスト領域を試験する必要があります。5G
で音声サービスをテストする際には、基本的な実装とファンク
ション動作が出発点で、IMSサーバーへの登録やコールセット
アップ手順が含まれます。ただし、5Gでの音声テストには、ノン
スタンドアロン（NSA）およびEPSフォールバックシナリオに対
応したVoLTEの要素も含まれます。5Gのカバレッジが十分でな
い場合や、電話がVoNRをサポートしていない場合、これらは
音声接続のセットアップ中にNRからLTEへのハンドオーバーや
RATフォールバックを実行します。最後に、最高の音声性能とユ
ーザー体感を提供するためにVoNR音声品質テストが必要に
なります。

Voice over 5G用のテストシステムは複雑な要件を満たすだ
けでなく、上に述べたEVSコーデックに加えて、適応型マルチ
レート（AMR）コーデック、および広帯域／狭帯域コーデック

（AMR-WB/AMR-NB）をサポートする必要があります。

課題
モバイル音声サービスは、5Gで重要な役割を担っています。
ますます多くのネットワークプロバイダーが5Gスタンドアロン

（SA）ネットワークを導入して、高品質な5G Voice over New 
Radio（VoNR）の扉を開いています。

5G音声サービスを支えるテクノロジー
VoNRはVoice over LTE（VoLTE）と同様に、5GコアとIPマルチ
メディアサブシステム（IMS）を使用した5Gのための音声サー
ビス実現技術です。セッション確立プロトコル（SIP）は基本IMS
プロトコルで、加入者間の接続を確立します。3GPPは、4G IPベ
ースのモバイル無線通話サービス向けに新しい音声コーデッ
クファミリーとして、拡張音声サービス（EVS）コーデックの導入
と標準化を行いました。EVSコーデックは5Gシステムにも適し
ており、事業者が優れたユーザー体感を提供するために重要
な役割を担っています。

すべてのモバイルデバイスは、ダイレクトセッションを確立する
ために、ネットワークから提供されるIPアドレスを所有する必
要があります。IMSインフラは、モバイルデバイス間の接続を確
立して、最適な音声体感を実現するために、関連するサービス
品質（QoS）フローを管理します。

5G NRでの音声サービス（VoNR）
のテスト
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アナライザを使用する場合はR&S®CMX-ZG180Aの外部メディ
アエンドポイントから出力することができます。ユーザーは、ニ
ーズに適したオーディオ・アナライザを最大限の柔軟性で選択
することができます。

被試験モバイルデバイスの電気測定では、スピーカー出力を直
接オーディオ・アナライザ入力に、マイクロフォン出力を直接オ
ーディオ・アナライザに接続することができます。

3GPPおよびETSIに準拠した音響テストのために、オーディオ・
アナライザは、疑似耳および疑似口を備えた人工ヘッドを使用
することができます。オーディオ・アナライザと人工ヘッドは、サ
ードパーティーサプライヤから入手できます。

2Gから5Gまで対応する柔軟な音声テストソリューション
LTEと5G NRをサポートするR&S®CMX500は、スタンドアロン
接続とノンスタンドアロン接続両方の音声サービスのテストに
最適です。多くの音声テストラボは、2G、3G、および4G音声品
質解析のためにすでにR&S®CMW500 無線機テスタを使用し
ています。R&S®CMX500を使用して、5G VoNRテストを含める
ようにそのセットアップを容易に拡張することができます。ロー
デ・シュワルツは、早い段階で最適化された5G音声体感を実現
することでデバイスメーカーやネットワークプロバイダーをサ
ポートし、定評のあるソリューションと最大限の柔軟性をユー
ザーに提供します。

詳細はこちら
技術記事：5G Voice over New Radio（VoNR）
www.rohde-schwarz.com/vonr-wp/

ローデ・シュワルツのソリューション
R&S®CMX500 無線機テスタは、モバイルデバイスでの音声サ
ービスをテストするために必要なすべてを備えています。ソリュ
ーションは、スタンドアロンとノンスタンドアロン両方の接続に
対するLTEおよび5G NRテストをサポートしています。また、5G
デバイスの登録を行い、音声サービスに必要なベアラとQoSフ
ローをセットアップするための内蔵IMSサーバーを備えていま
す。

直感的なユーザーインタフェースによりテストセットアップ
を簡素化
IMSサーバーは仮想的なユーザー機器（UE）エミュレーション
を搭載しており、ループバックモードで移動機発信から移動機
着信までのエンドツーエンドの音声通話を確立して、すばやく
簡単にVoNRファンクションテストを行えるようにします。ユー
ザーは、EVS、AMR-WB、またはAMR-NBなどのサポートされ
ているコーデックとそのコーデックレートを選択することがで
きます。R&S®CMsquaresの直感的なグラフィカル・ユーザーイ
ンタフェースにより、EPSフォールバックシナリオのセットアップ
制御とテストが容易にできるようになります。

最高のユーザー体感を実現するための音声品質テスト
通話中に音声品質をテストするには、アナライザが必要です。
アナライザは、最新のPESQ®、またはPOLQA®手法を使用し
て音声波形を生成して解析できる必要があります。POLQA®
は、VoNRおよびVoLTE通話中の音声品質測定に使用されま
す。こちらでは、下に示すように、R&S®CMX500のセットアップ
を、オーディオ・アナライザを含めるように拡張することができ
ます。オーディオ・アナライザを接続するための2つのオプション
があります。音声データは、IPを介して出力するか、オーディオ・

5G音声品質解析における最大限の柔軟性


